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マンガライ語クンポ方言の所有表現  
－所有接辞と前置詞 dé の使い分けについての一考察－ 
 














方言、西部方言、極東方言(far-east dialect)の 5 方言に分類される。それぞれの方言にはそ
の下位分類が認められる。Semiun(1993:1)によると、西部方言には移行方言と境界をなす内
陸のクンポ(Kempo)方言、南部の Bajo と Matawae、西の Mburak と Nggorang で話されてい
るマタワエ(Matawae)方言、北部のボレン(Boleng)方言に区分される。 
語順は Semiun(1993:43)によると、クンポ方言は SVO 及び VOS である。修飾関係の語順
は被修飾語、修飾語の順である。 
クンポ方言の音韻論に特化した記述は存在しないが、参考までに柴田(1992:195)の中部方
言の音韻記述をあげておく。中部方言における音素は母音/a/, /é/[e], /e/[ə, œ:], /i/, /o/, /u/の6種、
子音は、無声破裂音/p/, /t/, /c/[tʃ], /k/, /’/[ʔ], 有声破裂音/b/, /d/, /j/[dʒ], /g/, 鼻音/m/, /n/, /ng/, 前
鼻音化無声破裂音/mp/, /nt/, /nc/, /ngk/, 前鼻音化有声破裂音/mb/, /nd/, /nj/, /ngg/, 摩擦音/s/, /h/, 






現に (a)所有接辞による形式(head marking)、(b)前置詞 dé による形式(dependent marking)、
(c)そのどちらも使用する形式(double marking)が見られる。 
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wa’i  danak1       「子供の足」 
足  dé 子供2 
(2) wa’i-n danak            「子供の足」 
足-3.sg.  dé 子供 
  (1)は、三人称単数所有接辞のついた、所有接辞による形式であり、(2)は、前置詞 dé に





2.1. 前置詞 dé 
所有者の前におかれ、名詞句における所有関係を表す。Semiun(1993)には、所有表現に
用いられる dé の機能について記述されておらず、グロス（英語）に of とつけられている
のみである。所有者に関して、dé は中部方言の de に相当するので、ここでは、Verheijen(1967)
の de についての記述を暫定的に挙げておく。Verheijen(1967:74)によると、de は、所有者を
標示し、人称代名詞、人を表す名詞、しばしば動物名詞や無生物名詞の前に置かれる。 
 
(3)  buku dé Anton 「アントンの本」 
本 dé アントン 
(4)  anak dé jarang3 「馬の子供」 










表 1 マンガライ語クンポ方言の人称代名詞（所有関係） 
                                                        
1 déの異形態として、d-がある。この二つは母音で始まる語の前に来たとき、自由に変異する(dé anak/d-anak
のように)。子音の前では、常に dé が現れる。 
2 母音で始まる語とは、音的に融合するが、本稿では 2 単語とみなすので、あえて dé に融合する語との
間にハイフンはつけない。 
3 筆者のクンポ方言の調査によると、dé を使用しない anak jarang「馬の子供」のような表現も可能で、所
有表現に必須の語ではない。また、話者の内省によると、dé を使用したものは、より特定化された意味
を持つ、とされるが、実証に至ってはいない。 
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数 人称 独立形 所有接辞 所有独立形 
単数 1 aku -g, gu gaku 
 2 hau -m, -mo gau 
 3 hia -n, -na diha, dia 
複数 1 包括形 ité ――― dité 
 1 除外形 ami ――― gami 
 2 hemi -s, -so gemi 




前置詞 de（クンポ方言では前置詞 dé に相当する。）と複合した形だとされている。そして、
Arka and Kosmas(2002:6)によると、クンポ方言における g-は、中部方言における d-が後続
する音によって誘導された形であると記述されている。しかし、クンポ方言を取り扱った





(6)  Ho’o amé-g/gu. 「こちらは私の父だ。」 
これ 父-1.sg.p.suff. 
(7)  Ho’o amé gaku. 「こちらは私の父だ。」 







(8)  buku-n     Anton 「アントンの本」 
本-3.sg.p.suff. アントン 
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さらに所有独立形は、単独で「～のもの」という意味でも用いられる。 
 
(10) So’o  gemi 「これらはあなたたちのものだ。」 











それぞれを head に使用していただき、所有接辞と前置詞 dé による所有表現の選択条件に
ついて傾向を調べた。また、それに関連する表現や例文を収集した。 
2005 年 6 月から 7 月まで、調査時東京在住の F 氏（50 代、男性、ランガワトゥ村出身、
2004 年来日）に、調査コンサルタントとして例文の収集を行った。さらに 2005 年 9 月 9
日から 15 日まで、フローレス島西部の都市、ラブアン・バジョに言語調査に行き、ラブア
ン・バジョ在住の A 氏（1945 年生まれ 60 歳、男性、ランガワトゥ村出身）に調査を行い、
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ここでは、筆者のコンサルタント調査から得られた例文を形式別に分類していく。 
 
3.1.1. 所有接辞によるもの(head marking) 
 以下に所有接辞による所有形式の例を挙げる。 
 
(11) wa’i-n   anak  「子供の足」 
足-3.sg.p.suff.   子供 
(12) buku-g   「私の本」 
本-1.sg.p.suff. 
 
3.1.2. 前置詞 dé によるもの(dependent marking) 
以下に前置詞 dé による所有形式の例を挙げる。 
 
(13) wa’i  danak  「子供の足」 
足   dé 子供 
(14) buku dé Anton 「アントンの本」 
本 dé アントン 
 (15)は「アントンの所有する本」という所有表現をさすという解釈になる。 
 
3.1.2. 所有接辞と前置詞 dé を用いたもの(double marking) 
 以下に所有接辞と前置詞 dé の両方を用いた所有形式の例を挙げる。 
 
(15) wa’i-n  danak  「子供の(所持する)足」 
足-3.sg.p.suff.  dé 子供 
(16) buku-n dé Anton 「アントンの本」 










表 2 コーパス調査における所有形式の出現状況 
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 所有接辞 前置詞 dé double marking 合計 
Verheijen (1967) 118 106 0 224 
Hati Wote 36 35 0 71 
Pago Latung 17 2 0 19 
Bombang Polapa 10 0 0 10 
Labar Bone 2 0 0 2 
合計 183 143 0 326 
 
儀式の説明文である Pago Latung には、所有表現自体が少なかったが、特に、所有接辞
の一人称および二人称が欠如していたことが特徴として挙げられる。どのコーパスにおい
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Verheijen(1967)では、所有接辞を用いた形で親族名称の例は 27 例、同じく身体名称の例
が 37 例であった。一方、前置詞 dé を用いた形では親族名称の例が 8 例、身体名称の例が
23 例であった。所有接辞を用いた形は、被所有者である身体名称と親族名称の出現率が前





(17) kaba-d   「彼らの水牛」 
水牛-3.pl.p.suff. 
(18) beti-n   「彼の病気」 
病気-3.sg.p.suff. 





(19) jarang dia.   「彼の馬」 
馬  dé 3.sg. 
(20) jaong  data.   「人の発言」 
発言   dé 人 
(21) jéwék ilur diha.         「彼の唾液」 






(2) 前置詞 dé を用いた形は分離不可能であるものに加え、生活用品や抽象名詞、排泄物
など、所有接辞形よりは譲渡可能で、分離可能であるものが現れる。 
 
 double marking の例は実際のテクストでは存在しなかったが、ここで考察を試みる。上
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